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トウモロコシ・サステナビリティ認証プロ
トコル（CSAP）とサステナブル・トウモロ

コシ輸出プラットフォーム（SCE）



アメリカ穀物協会では、
米国産トウモロコシと関
連製品のサステナビリ
ティに関心を持つ海外の
サプライチェーンの関係
者のニーズに応えるため
のツールの開発を始めた。

米国産トウモ
ロコシとその
製品のサステ
ナブルな供給

源

市場アクセ
ス・クライ
テリア

製品の性質

顧客
調達ガイドラ

イン

消費者

規制当局



トウモロコシとその併産物のサプライ
チェーンにおける米国の輸出者と海外の輸
入者/利用者のための最初のよりどころ。

米国でのトウモロコシの生産手法とその規
制フレームワークについての関係者の理解
を深める手助け。

輸出市場に焦点を当てたベースライン
となる資料

TOOLS



水質と水量

土壌の健全性と生産性

土地利用、影響を受けやすい生息地、生物多様性

トウモロコシ生
産に影響を及ぼ
すカテゴリー

作物の健全性と農業の最良管理手法

農薬および栄養素管理

温室効果ガス排出、化石燃料の利用、および大気質

廃棄物と汚染

労働条件と労使関
係

労働者と公共の
安全

地域社会
との関係

継続的改善

EN
VI

RO
N

M
EN

TA
L

SOCIAL

#6

#4

#5

#2

#3

#1

#7

#8 #9 #10 #11



3段階の書類

米国の水路における農業から
の堆積物、リン、窒素、殺虫
剤負荷量の継続的な減少

農薬および
栄養素管理

土地利用、
影響を受け
やすい生息
地、生物多

様性

米国産トウモロコシは湿原や泥炭
地で生産されない

米国産トウモロコシは保護地域に
指定された土地で生産されない
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#4



CSAPの実
行のための
概念的フ
レームワー
ク

米国農務省
/NRCSは保全の
順守についての
レビュー/査察を

毎年行う

生産者の自己査察
土壌健全性

+ 
土地利用（湿原）

サステナブルな量 =                                                             
H保全順守の下で収穫された面積 x 市場年度の単収

9割以上の農家が米
国農務省に保全の順
守を報告している

100万エーカー以上の農地が毎年レ
ビューされている

記録保持による
分別がトウモロ
コシのサプライ
チェーンに沿っ
て行われる

米国のサステナ
ブルなトウモロ
コシの量

最低限の検証
閾値

マスバラン
スに基づく
供給



サステナブルなトウモロコシ量S
------------------------

米国農務省の保全順守についての証明
------------------------

土壌健全性 | 土地利用 | 生物多様性
流亡可能性の高い土地 -湿原の保全

------------------------
農業法のプログラム

インセンティブに基づくメカニズム

穀粒の中のCSAP
米国トウモロコシ生産に既に存在している、多層にわたるサステナビリティについ

ての順守と最適手段フレームワークをまとめて明文化している



このプラットフォームがCSAP実施の
基礎であり、ユーザーがトウモロコ
シやその他の多様な製品について、
すべての関係者にコストを伴わずに、
各荷ごとに特定のサステナビリティ
記録（ Records of Sustainability ）を
発行・受領の記録をすることが可能
になる。

実施を志向したウェブプラット
フォーム

TOOLS



サステナブル・トウモ
ロコシ輸出
（ Sustainable Corn 
Exports、SCE ）のプ
ラットフォームの実行
とサステナビリティ記
録（ Records of 
Sustainability、
ROS）の発行

市場年度中のサステナブル・トウモロコシ量

食品小売業者 レストラン

食品・飲料企
業原料生産者 食肉加工業者や

生産者動物栄養企業

サプライ
チェーンの
ユーザー

海外の輸入者

SCEへの登録 | 年間の輸出への分配| ROSの発行

トウモロコシ 副産物と併産物

米国ベース
の輸出

ROSの輸入者への移転

各荷ごとのサ
ステナビリ
ティ記録

SCEへの登録

移転あるいは分配が可能

ROSのリクエスト



サステナビリティ記録
（ROS）は参加者にコ
ストなく発行される

ROSは以下を対象として
発行：

イエローコーン
ホワイトコーン
コーングルテンミール
コーングルテンフィード
DDGS
高たんぱくDDGS
コーン発酵タンパク質



トウモロコシ生産と利用に関連した温室
効果ガス（GHG）排出



米国産トウモロコシのGHG排出: CSAP 第1章

温室効果ガス排出、化石燃料利用、大気の質

エネルギー利用効率の継
続的改善

米国の農地からの生産単
位あたり排出量の削減

農業環境からの全体的な
温室効果ガス排出総量の
削減への継続的な貢献

継続的改善のゴール



米国産トウモロコシのGHG排出: CSAP 第1章

1 温室効果ガス排出、化石燃料利用、大気の質

生産者は
GHG排出を削減するための最適管理手法の採用に努力

公衆衛生と福祉を促進する大気資源を保護、促進するために、大気浄化法およびその改正条項を遵守

化石燃料利用と施肥を最適化するために、GPSなどの適切な先進技術利用を含めた精密農業技術（Precision Farming 
Techniques）を採用

非化石燃料エタノールの開発を支持。毎年約3割の米国産トウモロコシが燃料エタノール生産に利用

全米にわたるエタノール生産、雇用創出、経済活性化をサポート。2019年には、米国エタノール産業は349,000人近
い直接および間接雇用のサポートに貢献

米国農務省-NRCSのツールと資源をエネルギー効率化手法の計画と実施に利用

農場での排出源を測定し監視するためにField to Marketのフィールドプリント（Fieldprint）のようなGHG排出追跡
ツールの利用し、米国農務省の調査に参加することを奨励される



米国産トウモロコシのGHG排出 | FtM:測定フレームワーク
Field to Market: 持続可能な農業を目指す団体（The Alliance for Sustainable Agriculture™）

科学に基づくアプ
ローチ
により環境中での生産実績を
改善する

ゴール
「急速に増加する人口に対し
て十分な食料、飼料、繊維と
燃料を生産するという課題を
満たしつつ、自然資源を保護
し将来の世代がそのニーズを
満たす能力を改善する」

FtMの組織とそのメ
ンバーは農業持続
可能性の基本的な
要素としての回復
性の強い生態系と
農家の経済的活性
のサポートのため
に貢献する

FIELD TO MARKET 
（FtM）のゴー
ルの声明

温室効果ガス
生産1単位当たりの米国農耕地からの温室効果ガス排出
を削減し、農業生産環境からの温室効果ガス排出総量

の削減に持続的に貢献する。



20.6

16.3

12.6
11.9 10.7

1980 1990 2000 2010 2020

米国産トウモロコシによる温室効果ガス排出

Source: Graph USGC, Data, Field to Market National Indicators Report, 2021

米国産トウモロコシのGHG排出 | FtM:何十年にもわたるポジティブなトレンド
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米国産トウモロコシのGHG排出 | FtM:何十年にもわたるポジティブなトレンド

1980年からの変化（%）
土地利用 灌漑用水利用 エネルギー利用 GHG排出 土壌流亡

（ブッシェル/作付面積） （エーカーインチ/ブッシェル） （BTU/ ブッシェル） （CO2ポンド/ブッシェル） （土壌流失トン/エーカー）



トウモロコシ穀物生産における各要因別GHG排出効率

米国産トウモロコシのGHG排出 | FtM:排出の要因

10.7 
ブッシェル
当たりCO2
ポンド

施肥と亜酸化窒素の排出がトウモロコシ穀物生産にもっとも高く関連するGHG要素

~54%

~34%

Source: Graph, Field to Market National Indicators Report, 2021
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米国産トウモロコシのGHG排出：その他のGHG排出のベンチマーク

Source: Chart USGC, Data GFLI, https://globalfeedlca.org/gfli-database/ 
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GFLIのような業界ツールは、
大生産国の中で米国産がより
良いGHG排出成績を示してい
る
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米国産トウモロコシのGHG排出：その他のGHG排出のベンチマーク
エタノール炭素強度測定 | トウモロコシ栽培手法の改善とエタノール生産効率の上
昇の証拠。結果：よりよい飼料とバイオ燃料

Source: Wang, Retrospective Analysis of U.S. Corn Ethanol GHG Emissions for 2005-2019

Fuel 
production

43%

炭素強度（CI）を減らす
併産物としてのDDGS

2015年から2019年までに米国トウモロコシエタ
ノール生産の炭素強度は22.4%減少
ガソリンと比較してGHG排出は54%少ない
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Source: Graph, Steffen Mueller, University of Illinois at Chicago

米国産トウモロコシのGHG排出: カーボンニュートラルへのポテンシャル

生産手法の継
続的改善が炭
素強度低減に
結びつくかも
しれない。



ぜひwww.sustainablecornexports.org でトウモロ
コシ・サステナビリティ認証プロトコル（Corn 
Sustainability Assurance Protocol、CSAP）に
ついて詳しくご覧になり、サステナブルなトウモロコ
シの輸出（ Sustainble Corn Exports、SCE ）プ
ラットフォームからご登録のうえ、サプライヤーから
米国産のトウモロコシや派生産物についてのサステ
ナビリティ記録（ Records of Sustainability、
ROS）をお受け取りください。

http://www.sustainablecornexports.org/
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